
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハヤガエル 

繋ぐ 
№7 令和 5年 3月 15日発行 

〈働き方改革特集号〉 

文責：学校事務支援室  

作成：松本 望 

Q1 

教育委員会が働き方改革実践事業（２年間）で行った取組で、 
効果があったと思うのはどの項目ですか（3項目まで回答可） 

■ いろいろな場で多くの提案や、多様なシステムを作っていただいたおかげで自分の取り組みたいことに時間がさけてい 

ます。非常にありがたいです。抜本的な改革があるわけでもなく難しいことは承知ですが、市全体の教職員がよりよく働 

けるように継続して取り組みたいです。 

■支援室の取り組みは共同実施組織を活用して事務職員の経営参画を促し、学校の業務改善を進めた点が評価できる。 

■働き方改革の取り組みを進めることで、業務改善や校内のシステムの見直しが進むきっかけになり、意識の変化や新し 

い取り組みが進みました。今後も継続して市教委、事務支援室、市内小中学校と連携し進めてほしいと思います。  

■教育委員会や支援室の様々な取り組みで働き方に対する意識は確実に変化したと思います。教職員が子ども達のため 

にもっと向き合える時間が増えることを願っています。 

■働き方改革については、国・県・市町村で取り組むべき課題であるが、各校でも独自の取り組みが構築されていくべきだ 

と考える。本校での働き方改革の指針が就業時間が中心になっているので、教職員の時間的負担や精神的な負担をよ 

り考慮するようにしたい。また、県や市への提出物等の精選、それらの提出日を早めに周知することは、是非お願いしたい。  

■定時退校日やペーパーレスを行うことで、少しずつ、本校でも働き方が見直されてきています。今後もスクラップアンド 

ビルドで本当に大事なものが残っていくようにしたいと考えています。                                  など 

 

 

Q2 

学校事務支援室が働き方改革実践事業（２年間）で行った取組で、 
効果があったと思うのはどの項目ですか（3項目まで回答可） 

2 年間の取組検証アンケートの結果 

校長・教頭・主幹教諭・事務職員 対象 

 

 

 

2 年間の指定事業へのご協力ありがとうございました 

教育委員会と支援室が令和元年度より 2期にわたり 4年間の指定を受けていました「共同学校事務室による働き方改

革実践事業」が最終年度を迎えました。取組の推進にご協力いただきありがとうございました。取組を進めても分かりや

すい効果が表れないのが働き方改革だと思いますが今後も学校現場の業務を見直し、子どものために必要なことを見極

め、教師の魅力化に繋げていきましょう。  教育委員会・学校事務支援室が行った 2年間の取組について検証するため、

アンケートを行いました。結果をご報告します。   

自由記述欄より 



 
欠席状況を教室で

把握できるのがう

れしい 

  確実に保護者に

届くので安心 

 
カラーのお便り 

を出せるのが 

うれしい 

 

 
保護者に配信し
た情報をいつで
も確認できる 
 

 tetoru の使用方法

は分かりやすい 

 
HP リンクやアン
ケートも取れて 
効率化できた 

 

紙でのアンケート

よりたくさん意見

を寄せてくれた 

 

 印刷が減って 

うれしい 

 

電話より欠席理由
や子どもの症状を
詳しく入力してく
れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校と保護者間連絡のデジタル化は、教育委員会からも積極的に進めるように校長会などで周知されている

ところです。保護者連絡アプリの活用は学校の規模に関係なく学校・保護者双方にメリットがあり、すでに利用を

開始している学校からは保護者や職員から肯定的な意見が届いているようです。                                           

保護者連絡アプリ『tetoru』で業務改善 
 

 

導入校からの声 

お便りの電子配信 01 
POINT 

◆ 学校だより     ◆ 参観日のお知らせ           ◆ 教育委員会からのお知らせ 

◆ 学級通信      ◆ 提出物やアンケートのお願い 

◆ ほけんだより                                                       など     ◆ 月別行事予定表 

◆ 部活動や通学バス利用者のグループを設定すると特定の保護者だけに連絡できる 

◆ 行事の持参物についてそのクラスにだけお知らせすることができる 

02 
POINT 

グループ設定 

03 
POINT 

◆ 出欠情報を CSV ファイルでダウンロードできる 

→１人１人の状況把握や出席簿の補助資料としての活用ができる 

欠席連絡機能の活用 

朝の電話対応が 

激減した 

 

tetoru の活用例 

tetoruのホームページには操作ガイドもあります。また、グループウェアのキャビネットには、保護者へのお知らせ文

書の参考例や操作ガイドなどの資料を掲載しています。参考にしてみてください。 

 

操作ガイド・・・ https://support.tetoru.jp/hc/ja 

文書参考例・・・（仮）学校事務支援室 → ③ ICT → ① 保護者連絡ツール（tetoru） 

 


